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国際海運からのGHG排出削減に関する最新動向

1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

① GHG削減に向けた中期対策

② 船舶燃料のライフサイクルGHG評価

③ IMO-DCS規則の改正

④ EEXI 規制のための出力制限ガイドラインの改正

2. EEXI 規制における留意点

① 出力制限解除及び予備出力使用時の手順

② 操縦性能資料のアップデート

Source: IMO

Source: IMO



3

1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

2023年 IMO GHG削減戦略（2023年7月）



「国際海運ゼロエミッションへの道筋」ホワイトペーパー 目次

略語集

はじめに

方法論
（A）GHG排出量
（B）2021年の船舶のエネルギー消費量
（C）海上輸送量
（D）船舶のエネルギー効率
（E）燃料GHG強度

2030年燃料導入目標を達成するシナリオ

2030年GHG排出削減目安を達成するシナリオ

2030年GHG排出削減目安を達成するシナリオ（参考：バイオディーゼルの場合）

2040年GHG排出削減目安を達成するシナリオ

考察：2023 IMO GHG削減戦略の数値目標の達成に向けて

付録

参考文献
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

「国際海運ゼロエミッションへの道筋」ホワイトペーパー発行（2023年10月）

（和） （英）

https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/info_service/ghg/PathwaytoZero-EmissioninInternationalShipping_ClassNK_JA.pdf
https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/info_service/ghg/PathwaytoZero-EmissioninInternationalShipping_ClassNK_EN.pdf
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ 中期対策の導入に向けた検討

① GHG削減に向けた中期対策

➢ 規制的手法と経済的手法の両方の要素から構成される対策案の検討を進める。

• 規制的手法：燃料のGHG排出強度を段階的に削減する制度がベース

• 経済的手法：燃料への課金制度がベース

➢ 対策の候補について、各国に与える影響（包括的影響評価）等を考慮して制度案を具
体化していく。

➢ 検討スケジュール

MEPC 81 (2024年春) 技術的手法と経済的手法の組み合わせの審議

MEPC 82 (2024年秋) 包括的影響評価の完了、具体的な条約改正案の審議

MEPC 83 (2025年春) 中期対策の承認

臨時MEPC (2025年秋) 中期対策の採択

2027年中 中期対策の発効
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ 中期対策の提案（MEPC 81時点）

① GHG削減に向けた中期対策

(国土交通省 MEPC 81 資料からNKにて作成)
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ 具体的な対策（条約改正）案の作成にむけたMEPC 81における議論

① GHG削減に向けた中期対策

➢ 対策の具体的な制度設計について、次の論点について議論。

• どのようにライフサイクルGHG排出量を考慮するか。

• GHG強度規制の規制値を満足しない船舶に対する代替
の規制遵守方法（柔軟性メカニズム）。

• ゼロエミ燃料への移行に有効なインセンティブ。

• 経済的手法による収入の使途。

➢ IMO net-zero framework（条約改正に盛り込む項目
を整理した文書）を作成。

✓船舶の年間GHG排出強度の基準値や還付の対象などを含む論点を整理。

➢ MEPC 82（2024年10月）において、具体的な条約改正案について審議予定。
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ 船舶で使用する燃料の製造や流通過程におけるGHG排出への関心の高まり

② 船舶燃料のライフサイクルGHG評価

GAS

OIL

GHG

GHG

Well to Tank Tank to Wake

GHG

GHGGHG GHG

Well to Wake
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ LCAガイドラインのアップデート

➢ 前回MEPC 80において「船舶燃料のライフサイクルGHG強度に関するガイドライン
（LCAガイドライン）」を採択

• 船舶燃料のライフサイクルGHG排出強度に関する全般的な枠組みを示すもの。

• 内容の充実を図るため、通信部会を設置して審議を継続。

➢ 2024年版 LCAガイドラインを採択

• バイオ燃料の生産に関する排出量算定方法の詳細化及び
パラメータの数値化

• 燃料の生産に使用する電力に関するGHG排出強度の算定
方法の追加

• 実際の船上でのGHG排出量に関する算定方法の追加

② 船舶燃料のライフサイクルGHG評価

➢ 専門家グループを設置して、ガイドライン実用化に向けた更新を継続

Source: IMO
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ IMO-DCS規則における報告項目の追加（MARPOL条約附属書VI改正）
（採択, 2025年8月1日発効予定）

③ IMO-DCS規則の改正

➢ 燃料消費量実績報告制度(DCS)における報告項目の追加

• 燃料を使用する機器（主機、補機、ボイラー等）毎の燃料消費量

• 航海（Under Way）以外での機器毎の燃料消費量

• 航海距離（積荷航海距離をボランタリーで提出可）

• 貨物輸送量（実貨物量を基に算出）

• 総陸電供給量

• エネルギー効率向上のための革新的技術の種類（採用している場合）

➢ 2025年1月1日からの早期適用開始をIMO加盟国に要請

• 旗国から早期適用の指示があった場合は、2025年1月1日より適用開始

• 適用開始までにSEEMP Part IIの改正が必要
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ IMO-DCS規則における報告項目の追加（MARPOL条約附属書VI改正）
➡SEEMPガイドライン、燃料消費量データ及びCIIの認証ガイドラインも併せて改正

③ IMO-DCS規則の改正

➢ 機器（主機、補機、ボイラー等）毎の
燃料消費量の計測方法

✓ 流量計

✓ 燃料タンクモニタリング

✓ 引き算（1機器だけ不明な場合）

✓ 主管庁/ROが認める代替手法
（製造メーカーの燃費データや過去の
燃料消費量実績に基づいた推定）

➢ 実貨物量を基に算出する「貨物輸送量」

ばら積船、タンカー
ガス運搬船、LNG運搬船
一般貨物船、自動車運搬船
Ro-ro貨物船

S (実貨物量 x 航海距離)

コンテナ船
S (実貨物量 x 航海距離) 及び

S (TEU数 x 航海距離)

クルーズ客船 S (旅客数 x 航海距離)

Ro-ro旅客船
S (旅客数 x 航海距離) 及び

S (実貨物量 x 航海距離)
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

④ EEXI規制のための出力制限ガイドラインの改正

■ 出力制限の事前解除
➢ 船舶の航行に関して危険性が想定される場合は、予備出力（制限値以上の出力）を

即座に使用できるよう、予め出力制限を解除してよいことが明文化。

■ エンジンの制御系統から独立したSHaPoLiシステムの機能要件

➢ エンジンの制御系統から独立したShaPoLiシステム（軸馬力を計測し出力制限値を
超えた場合にアラームを発動）に関する機能要件が追加。

■ 操縦性能資料のアップデート（任意）

➢ 出力制限を実施した際の本船の操縦特性を操縦性能資料（Pilot card、
Wheelhouse poster、Manoeuvring booklet）に反映することを推奨。

→ 出力制限値に応じた操縦性能をアップデートするには再試験/再計算が必要であり就航船
にとって大きな負担となることから、あくまでも推奨事項
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1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

■ MEPC 81 審議結果（TEC-1325）

こちらからダウンロード可能：

https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/tech_info/
tech_img/T1325j.pdf

https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/tech_info/tech_img/T1325j.pdf
https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/tech_info/tech_img/T1325j.pdf
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国際海運からのGHG排出削減に関する最新動向

1. MEPC 81 GHG関連 審議結果 概要

① GHG削減に向けた中期対策

② 船舶燃料のライフサイクルGHG評価

③ IMO-DCS規則の改正

④ EEXI 規制のための出力制限ガイドラインの改正

2. EEXI 規制における留意点

① 出力制限解除及び予備出力使用時の手順

② 操縦性能資料のアップデート

Source: IMO

Source: IMO



MARPOL条約附属書VI 3.1規則に規定の「安全確保・人命救助」の際には、出力制限の解除及び
予備出力（制限値以上の出力）の使用が可能
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2. EEXI 規制における留意点

① 出力制限解除及び予備出力使用時の手順

■ 出力制限の解除及び予備出力（制限値以上の出力）の使用

⚫ 悪天候や氷海域での運航

⚫ 捜索・救助活動への参加

⚫ 海賊からの回避

⚫ エンジンメンテナンス （高出力でのスートブロー）etc.

■ 出力制限解除後の必要な対応
予備出力使用 予備出力未使用

1. Logbook（E/R, Bridge）への記録 〇 〇

2. OMM (Onboard Management Manual)への記録 〇 ×

3. RO*及び仕向港の監督官庁への報告 〇 ×

4. ROによる出力制限の復旧確認 〇 〇

*ROではなく主管庁に直接報告：リベリア

*ROに加えて主管庁にも報告：バミューダ諸島、英領ヴァージン諸島、ケイマン諸島、ジブラルタル、マン島、英国、米国、ベルギー



乗船時に水先人に本船の情報を提供するために、
現在の本船の積荷、推進装置、操船装置等に関す
る状態が記入されたカード。
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2. EEXI 規制における留意点

② 操縦性能資料のアップデート

➢ Wheelhouse poster

■ 操縦性能資料とは？

➢ Manoeuvring booklet

本船の一般要目や操船特性の詳細な情報が記載され
たポスター。外部環境や積載条件により、操縦性能
は記載された内容と相違する可能性あり。

本船の操船特性やその他の関連データの包括的な情報が記載
されている冊子。Wheelhouse posterに記載されている情報
に加え、その他の利用可能な操船情報が含まれる。

➢ Pilot card
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2. EEXI 規制における留意点

② 操縦性能資料のアップデート

■ IACS Recommendation No.172（EEXI規制実施のためのガイドライン）

➢ 解除可能な出力制限の場合

出力制限に対応した操縦性に関する試験を実施していない場合には、注意喚起のために、
Wheelhouse poster及びManoeuvring bookletに「本船の出力が制限されていること」及び
「出力制限値(kW) 」を記載すること。 

➢ 解除不可能（恒久的）な出力制限の場合

Pilot card、Wheelhouse poster、Manoeuvring bookletをアップデートすること。

本船の出力は〇〇〇 (kW)に制限されている
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2. EEXI 規制における留意点

② 操縦性能資料のアップデート

■ USCGからの通知（CG-ENG Policy Letter 01-24, 2024/4/10付）

➢ 解除不可能（恒久的）な出力制限の場合は、出力制限による操縦性能への影響を反映させるようPilot card
及びWheelhouse posterをアップデートすること。

➢ パイロットに対しては本船の操縦特性を事前に通知すること。出力制限を実施しているにも関わらず、
Pilot card及びWheelhouse posterの操縦特性がアップデートされていない場合は、米国領海に入る前に予
め出力制限を解除すること。

➢ 出力制限を解除した際の操縦特性が、Pilot card及びWheelhouse posterにおいて反映されていない場合は
、緊急時を除き出力制限は解除してはならない。（建造時の内容で満足）

➢ 制限水域を安全に航行するために出力制限の解除が必要であると判断され、なお且つ解除状態の操縦特性を
反映させたPilot card及びWheelhouse posterを本船上に保持している場合、出力制限は解除してよい。

➢ 出力制限を解除し予備出力（制限値以上の出力）を使用した場合、米国船籍の場合はFlag State Control 
(CVC-4) FlagStateControl@uscg.milに報告すること。また、全ての船舶の米国領海内における出力制限
の解除及び予備出力の使用は、管轄のOCMIに報告すること（OCMIの連絡先はCoast Guard’s Prevention 
Directory Contact List参照）。

CG-ENG PL 01-24 (uscg.mil)

mailto:FlagStateControl@uscg.mil
https://www.dco.uscg.mil/Portals/9/DCO%20Documents/5p/5ps/Design%20and%20Engineering%20Standards/docs/CG-ENG%20Policy%20Letter%2001-24.pdf?ver=AXAmzZT4L3CI-jBLOehozQ%3d%3d


for your kind attention

内容に関するご質問は、以下へお願いいたします。

一般財団法人 日本海事協会 船体部 EEDI 部門
Tel : 03-5226-2018（代表）
E-mail : eedi@classnk.or.jp

mailto:eedi@classnk.or.jp
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